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2017 年の 1 月から 9 月まで家 を れて

のため ーストラリアのキ ン ラに てき

ました。 は 、家 は の上 的で

した 、 にたくさ の ーストラリアのポーラ

ンド 日本 知り合 て しました。

の 場で た ーストラリア 立 （ANU）
の 的な には、日本 は一 だけでした

、 者 多く、日本 ポーランド 話せ

る いました。ANUは 生 スタッフ

多い で有名で、日本 に く 日本 の先

生から日本 を 生 多く、日本 の小 の

し出し 可 でした。

日

14 の 子 コワ のためにい い な本を り

る き、日本 スタッフからキ ン ラ

の を知り、 は 土 日に日本 の高

生た 一 に日本 で していました。 で

している子 を ている に、

したり、 にな た 日本からの

を したりしました。 の ループを中 した

ント て、 「 り」では、 ーストラリ

アの に日本 を する り な

のコーナーを けたり、歌 りの子 をステ

ー に いたりしました。小 から日本 を

している子 多く、日本 一 いない ルー

プ りました。 の 台でた きな を ら

れる 的な 日でした。 の かに きな

ントは の「 」で、 の スポットで るバ

ーリー・ リフィン いに作られた日本 で

われ、多くのキ ン ラ 集まります。

のエディタは まり ていなか た

の のため 日バスで、 中の

な で われている レッスンに通 ていました。

キ ン ラは です 、 口は約 35 だけ

で、 で 8 、 れ きな では りま

せ 。おかげで中

から れた

場 まで

通 で で

きて、 ランティア

の による 会

話 楽しめます。

は の集まりでは う日本 ポーランド

知 り合

て、 ー

ストラリアの

日本 ポ

ーランド

のコ ュ テ

ィーに

きました。

中のポーランド はよく 会で集ま たりし

ます 、キ ン ラの Polish Church は の

に るので、ANU くの Polish Club “White
Eagle”（ ） いうレストラン バー ポーランド

の ントの中 にな ています。 水 日に

Pierogi（ 子） ポーランドビール ットにな

り、さま まなバンド コン

サートをしたりするお で、ポ

ーランド まり ないお

さ たくさ 来ます。日本

の 「 」をよく知 て

いて、ポーランド 子 き

でした。日本の 本的な

は の「ア アのスーパー」に ています 、

ポーランドの は 約 300 キロ れたシド

ーから運 れて されます。 土 日にポーラ

ンド 会で月に 2 、White Eagleで 2 場

を て、ポーランドのレシピで作られた

ケーキ、 （ の のカーシ 、キューリ き

の のピクルスな ）を て かしい を楽しみま

した。 いたのはポーランド のお さ の

の多さで、ヨーロッパのさま まな に り、

ア アの方 なくなか たです。 い で 40
たりしました 、 の に一 に でいる

た の会話 か たです。

の ように、 ーストラリアにおけるポー

ランド の は きく三つの に けられます。

の 、1981 年の の 、

1989 年 に来た「 に に出よう」 いう

的 い た いました。90 くの の 40
年 かけて さ の 方を た から、ポー

ランドの の作り方の までい い な話を き

4

北海道ポーランド文化協会 i n .

ました。日本 ーストラリア は まり口にしな

い、かなり なポーランド ョーク し りに

きました。

日 会 会

小さなキ ン ラに約 4,500 のポーランド

でいるのに して、 キ ン ラの日本

は の 3 の 1だ うです 、日本 による の

方 い い 的に ー ナ ズされているよう

に ました。 日本 会のサ トでは、日本

話せるお 者のリスト 、日本の る

お のリストな 開されていて、 的な集ま

り 多か たような します。 の一つは「 会」

です。

は ーストラリアで日本の を

で た にハマ て、ネットの 合ではなく、

本 の で ー をしたい いだしました。

は e-bay（日本の フー ークションに たるサ

ト）で した小さい ットを て家 3 で

ていました

、 のレ ル

す て、 子は

土 日の

で知 た「

会」に通い めま

した。年 の方

多いのです 、

は かし ら に「本 の 」を な ら

日本 で していました。日本 に ース

トラリアの いました。日本に だ

て、日本 は まり話せないけれ 日本 日本

きで、 日本 コ ュ ティ

ーの ントに わ ている うです。 者 スキ

ルアップのため 会に したので、ポーランド

2 名 わ て一 的なプチ きまし

た。 出 の方 いて、お さ すすきの

の で「 た 一 」 いうお を めた

いて は い しました。

た た 8 カ月の でした 、「 れる場 」

た します。 生まれたポーランド 、

生の くを ごした日本 、 しみを て

です 、ポーランド 日本 にいる 、

の の「 しい 」 わか て、 きには

い の い す し らいだ します。 ース

トラリアのような多 の 生 する では

のルーツを れる か しれませ 、

は のア デンティティをより く する

多いのです。多様な を た の

の場 で、お いに し い の の

い 、 まり くない わかれ 、より

かな 生まれる で ました。

ポーランド 日本 、 ういう多様な を け

すい は い い ります 、 しみの

ないポーランド に を て ントな に

してくださるPOLE 者の皆さまのおかげで、

日本は に てますます み すい場 に

な ている 、 い ーストラリアに て め

てよくわかりました。 から しております。

（ a a a、運営委員、2018.2.18）

道コー ー （ 4 目） 会話

ー ポ ー ポーランド ー

ー トラ ア ポーランド 会

19
会 2018 8

、出演:マルタン・ レ リウス、札

幌コンサートホール Kitara ホール、6
月 9 日（土）18:00～、 場 （ ）

500円
Kitara 、出

演:マルタン・ レ リウス（ ル ン）、ラ

ナー・キュッ ル（ヴ リン）、札幌コン

サートホールKitara ホール、7月 1日
（日）15:00～、 場 （ ）1,000
円、U25シート か 500円

86 会

、 クラー

ク会 、8月 10日（ ） 、 場

Kitara 、演奏/マルタ
ン・ レ リウス、 曲/J.S.バッハ: ー

フー BWV577、チ コフスキー

「くるみ り 」作 71 より: の

り、 の り、 レ リウス: 演奏

「日本の歌に く 曲」、

2,000円、 7月 1日（日） 予
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